
　
２
月
８
～
１０
日
に
千
葉
県
佐

倉
市
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

の
箱
崎
真
隆
特
任
助
教
が
木
の

年
輪
の
酸
素
同
位
体
分
析
の
た

め
、
上
之
国
館
調
査
整
備
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
木
の
年
輪
の
酸
素
同
位
体
の

割
合
は
、
空
気
中
の
水
分
の
影

響
を
受
け
て
決
ま
り
ま
す
。
そ

の
年
輪
の
酸
素
同
位
体
の
割
合

の
パ
タ
ー
ン
は
、
過
去
の
降
水

量
の
変
化
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
箱
崎
先
生
は

「
年
輪
の
酸
素
同
位
体
の
割
合

を
分
析
す
る
こ
と
で
、
勝
山
館

の
時
代
の
気
候
（
温
度
や
降
水

量
）
の
変
動
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
勝
山
館
跡
の
出
土

品
を
中
心
に
２０
点
ほ
ど
の
サ
ン

プ
ル
を
取
り
ま
し
た
。
結
果
に

つ
い
て
は
、
わ
か
り
次
第
み
な

さ
ん
に
ご
報
告
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

教 育 委 員 会 だ よ り
　
歴
史
文
化
基
本
構
想
の
民
俗

調
査
で
、
字
中
須
田
在
住
の
京

谷
作
右
衛
門
さ
ん
の
倉
庫
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
調
査
は
、
北
海
道
博
物
館
の

会
田
理
人
学
芸
員
が
行
い
、
明

治
時
代
に
ニ
シ
ン
漁
で
使
用
し

た
刺さ

し

網あ
み

と
ア
バ
（
浮
き
）
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　
京
谷
さ
ん
は
、「
昔
の
人
は
、

自
宅
付
近
か
ら
舟
で
天
の
川
を

下
っ
て
、
海
で
漁
を
行
っ
て
い

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ア
バ
に
は
、「
　
大
漁
」や「
明

治
二
十
七
年
」
な
ど
と
墨
書
き

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
の
ニ
シ

ン
漁
の
繁
栄
を
物
語
る
貴
重
な

資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
４
月

２２
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
旧
笹
浪

家
住
宅
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

歴
史
文
化
基
本
構
想
の
調
査
で

ニ
シ
ン
漁
で
使
用
し
た
網
と
ア
バ
を
発
見
！

ニシン漁で使った刺網

墨書きされた
アバ「　大漁」
と確認できる

年輪を分析することで気候の把握が可能

年輪

第17回連続歴史講座
ふるさとの歴史を読み解く
講座２「勝山館跡の生産関連遺物からわかること」
・日時：３月11日（土）１３時３０分～
・講師：独立行政法人国立科学博物館
　　　  理工学研究部　科学技術史グループ
　　　  研究員　沓　名　貴　彦　氏
　勝山館出土の金属生産遺物への科学調査から
みえてきたことを、本州などの事例と比較しなが
ら紹介します。
講座３ ｢勝山館跡の使われ方｣
・日時：３月11日（土）１５時００分～
・講師：教育委員会　主幹　塚田　直哉
　勝山館跡の遺物と最近の取り組みについて紹介
します。
●会場：いずれもジョイ・じょぐら
●お問い合わせ：
　　上ノ国町教育委員会　文化財グループ

電話５５－２２３０

参加無料

調査をする箱崎先生

上
ノ
国
町
の
昔
の
気
候
を
復
元
！

文化財
速報

上
ノ
国
町
の
昔
の
気
候
を
復
元
！

ニ
シ
ン

アバなどを確認する会田学芸員（右）

8２０１７年３月号


